
福井県総務部大学私学課

「未来協働プラットフォームふくい」

について
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資料３－１



１ 福井県内の大学について
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大学名 学部名 学科名 備考

福井大学 教育学部 初等教育コース、中等教育コース

工学部
機械・システム工学科、電気電子情報工学科
建築・都市環境工学科、物質・生命化学科、
応用物理学科

医学部 医学科、看護学科

国際地域学部 国際地域学科

福井県立大学 経済学部 経済学科、経営学科

（Ｒ８年度 新設）
地域政策学部
地域イノベーション学科

生物資源学部 生物資源学科、創造農学科

海洋生物資源学部 海洋生物資源学科、先端増養殖科学科

看護福祉学部 看護学科、社会福祉学科

恐竜学部 恐竜・地質学科

福井工業大学
工学部

電気電子情報工学科、機械工学科、建築土木工学科、
原子力技術応用工学科

環境学部 環境食品応用化学科、デザイン学科

スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学科

経営情報学部 経営情報学科

仁愛大学 人間学部 心理学科、コミュニケーション学科 （Ｒ８年度 改組）
ビジネスコミュニケーション学部、
心理学部、栄養・子ども学部人間生活学部 健康栄養学科、子ども教育学科

敦賀市立看護大学 看護学部 看護学科

福井医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科、看護学科

仁愛女子短期大学 ― 生活科学学科、幼児教育学科

福井工業高等専門学校
ー

機械工学科、電気電子工学科、電子情報工学科、
物質工学科、環境都市工学科

○６大学・１短大、１高専の８高等教育機関がある。 出典：Ｒ7大学私学課調べ

福井県内の高等教育機関について



福井大学（文京キャンパス）

福井大学（松岡キャンパス）

福井県立大学（永平寺キャンパス）

福井工業大学（福井キャンパス）

福井工業大学（あわらキャンパス）

福井県立大学（あわらキャンパス）

福井医療大学

仁愛女子短期大学

仁愛大学

福井工業高等専門学校

福井大学（敦賀キャンパス）

敦賀市立看護大学

福井県立大学（小浜キャンパス）

福井県立大学（かつみキャンパス）
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【Ｒ８供用開始予定】
福井県立大学（勝山キャンパス）

大学連携センターＦスクエア

福井県内大学のキャンパス分布

【Ｒ９供用開始予定】
福井県立大学
（福井まちなかキャンパス）



２ 未来協働プラットフォームふくい
について
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〇令和元年度に「ふくいアカデミックアライアンス（ FAA）」を設立。高等教育機関のみの連合体で

あったことから、産業界等が求める人材育成や研究分野など地域社会からのニーズ把握が必要

（H27～31年度のCOC＋終了後、産業界等との連携体制がない）

〇県が産業界や大学に対して個別にヒアリングを実施。双方ともつながりを求める意見あり

（例）産業界：即戦力となる人材育成や企業課題解決に結びつく研究活動などを大学に求める 等

大学 ：地域がどのようなことを望むか、キャッチボールできる組織があるとよい 等

このため、大学・産業界・自治体等が恒常的に対話をしながら、連携して地域の発展に貢献するため

の新体制（未来協働プラットフォームふくい）を福井県主導で構築（R3.11.29設立）

（目的）

高等教育機関と産業界・医療界・金融界・自治体等との連携を深めながら

①本県の将来を担う人材を育成・輩出

②本県の人口減少対策や地域・産業の活性化、医療、福祉、教育などの発展に寄与
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未来協働プラットフォームふくいの概要

背景・課題

産業界や大学の思い

県の対応



7

◯階層別に３つの会議を設置（全体会議、調整会議（年１回）、６つの実行部門会議）
○プラットフォームの運営事務局は、福井県総務部大学私学課において担当
〇実行部門会議ごとに責任大学とコーディネーターを配置

未来協働プラットフォームふくいの概要

※部門ごとにコーディネーターを配置
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未来協働プラットフォームふくいの概要（設立趣意書等）



実行部門会議１（学生教育、社会人教育）
【責任大学】 福井大学
【部 門 長 】 福井大学 副学長
【事務局】 大学私学課担当A

①「ふくい地域創生士」の育成、周知
・福井のことを学ぶ「地域志向科目」の受講や
地域でのインターンシップへの参加などにより、
福井についての知識を身につけ、地域に貢献で
きる人材である「ふくい地域創生士」を育成

② 社会人向けのリスキリングプログラムの実施
・各大学において、リスキリングを実施

実行部門会議２（試験研究、地域社会／地域経済に関する調査研究）
【責任大学】 福井大学
【部 門 長 】 福井大学 副学長
【事務局】 大学私学課担当A

①大学と企業等との一体的な研究推進

・県内企業や自治体が共通して課題と感じている分野について、

大学が研究を行い、調査結果を公表

R５・６年度は「カーボンニュートラル」（優良事例の紹介等）

R７・８年度は「女性活躍」

②大学と企業等の研究内容発信
・大学と企業の共同研究を促進するため、共同研究の事例や
大学との連携の仕方について紹介する冊子を作成
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【コーディネーター】
元福井大学 事務職員

・福井大学において学生教育等に関する実務
を経験。他大学等との連携を進め、共同
開講講義の実施に貢献

・産学官金の事業実施体制を構築した経験あり

【コーディネーター】
コンサルタント

・地域課題の現状や経済・政策に関する
分析、提言の策定（女性活躍・地域創
生・働き方改革等）や、課題解決のた
めのワークショップのデザイン等に従
事した経歴あり



実行部門会議３（企業や地域の課題解決）

①企業や地域との課題解決のためのマッチング

・大学生個人、大学の授業の一環、大学教授の

研究など、様々な手法により、企業・地域の

課題をマッチング

②未来協働プラットフォームふくい ウェブサイト運営

実行部門会議４（県内企業等への就職）

①県内中小事業者向けの採用力向上セミナー

・R6年度は「新卒採用のミスマッチ解消」、

「自社の魅力の伝え方」、「自社の新卒採用力

チェック」などをテーマにセミナーを開催

②大学キャリアセンターと中小事業者との意見交換会の実施

・自社の魅力を直接キャリアセンターに伝えるとともに、

学生の就職活動の動きなどを把握できる意見交換会を開催

【責任大学】 仁愛大学、仁愛女子短期大学
【部 門 長 】 仁愛大学 副学長
【事務局】 大学私学課担当B

【責任大学】 福井県立大学
【部 門 長 】 福井県立大学 副学長
【事務局】 大学私学課担当C
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【コーディネーター】
まちづくり関係者

・まちづくりに関し、大学生プレイヤーの育
成に尽力

・福井駅前のまちづくりプレイヤーとしてこ
れまで300以上のソフト事業を構築・実践。
自治体・産業界、大学等との結びつきも強
固

【コーディネーター】
中小企業診断士

・中小企業診断士、社会保険労務士として、
県内中小事業者の経営、労務、採用と、
多方面に関する情報や人脈あり



実行部門会議５（県内大学等への進学）

① 福井県高校生進路選択調査（R4～６年度高校生対象）

・県内高校生を対象とし、大学志望先、分野、進学実態、理由等を調査

👉R6年度実施結果
高校生進路選択調査（R6年度高校生対象）では、最終的な進路として
県内大学を選んだ割合が増加

② 進路探究ワークショップ（Feel Fukui’s Fun）
・県内高校生を対象に、県内大学の学びと、それが県内企業でどのように生かされて

いるかが体験できる、県内企業と連携したワークショップを実施し、県内大学の
進学を促進する。

👉R7年度実施結果
日 時：9～10月
参加者：県内高校生54名
内 容：県内大学や企業の専門性に触れる講義、工業見学、フィールドワーク等
結 果：参加者から「県内大学や企業への関心が高まった」等との声が多数

【責任大学】 福井工業大学
【部 門 長 】 福井工業大学 副学長
【事務局】 大学私学課担当D
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テーマ「建築と教育」
「建築と教育の学びを活かして、子どもが
輝く「あそびの場」を創り出せ！」

日 時：R7年9月27日（土）
参加者：14名
大 学：福井大学・仁愛大学
企 業：株式会社ジャクエツ
内 容：講義・実習（運動能力、環境）

企業見学、「あそびの環境デザイ
ン」ワークショップ

テーマ「工学」
「工学が医療をサポートする！
大学の研究室から、がん治療の最先端へ！」

日 時： R7年9月28日（日）
参加者：16名
大 学：福井工業大学
企 業：福井県立病院陽子線がん治療センター
内 容：講義・実習（放射線）

施設見学、若手職員とのトークセッ
ション

テーマ「農業と経済」
「福井の米どころから探る！食と農で未来を
創る挑戦」

日 時： R7年10月13日（月・祝）
参加者：24名
大 学：福井県立大学
企 業：福井精米株式会社
内 容：講義・実習（経済、遺伝子等）

企業見学、若手職員とのトークセッショ
ン

【コーディネーター】
受験関係総合広告会社

・大学進学業界に深い知見
・進学に関するマーケティングリサーチ会社
として十分な実績を有し、進学関係データ
分析等に強い



実行部門会議６（地域医療における課題解決）

①１日看護大学生体験

・県内高校生を対象に、県内看護系学部をもつ大学において、

看護大学生体験を実施

👉R７年度実施結果

日 時：６～９月
参加者：県内高校生１０１名
内 容：現場見学、血圧測定体験、看護師との意見交換、大学の模擬授業 等
結 果：「県内看護系大学の雰囲気も知り、看護への興味が高まった」等の声が多数

②OB･OGネットワークを活用した人材バンク

・県内中小医療機関に即戦力となる人材を確保するため、県内看護系学部を持つ大学の

同窓会誌等を利用して求人情報を周知

③医療分野のニーズ･シーズマッチング会

・医療界のニーズと大学や産業界が持つ技術をマッチングし新たなサービスや製品開発

を実施

【責任大学】 福井医療大学
【部 門 長 】 福井医療大学 副学長
【事務局】 大学私学課担当E
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【コーディネーター】
コンサルタント

・起業支援を行うNPO法人理事長や産業支援センター
の創業支援アドバイザー等に就いており、大学、医療
界、産業界とのマッチングに期待
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「未来協働プラットフォームふくい」の組織強化について検討開始

〇引き続き、県が主体的に実施。大学側の意見も踏まえ、大学連携を進める

ための組織を検討していく見通し

未来協働PFについて特質すべき分野に重点化

〇「県内定着」「課題解決」など重要な分野に、部門会議などを再編

大学連携などの取組みについて積極的に広報を行い、発信を強化

〇県内マスコミ等との連携強化
〇ネーミングやロゴなどを検討

大学連携により、可能な範囲で共通して実施できることを検討

〇共通の取組み実施により、業務負担やコストの軽減が図れないかなど、
今後、議論を開始

「大学連携」の今後の取組み・将来に向けて（検討を開始）



３ その他の福井県が実施する
大学への支援事業について
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福井県内のすべての大学、短期大学、高等専門学校の学生が集い、学べる拠点として、
福井駅東口のアオッサに整備したサテライトキャンパス（平成２８年４月オープン）

① 教養科目の共同開講（単位互換）

② 県内企業への就職支援

③ 県内高校から県内大学への進学促進

④ 社会人向けリカレント、リスキリング講座の開催

・県内の大学・短期大学の学生を対象として、福井の豊かな自然、恐竜に代表される福井ブランド、
県内企業の経営者や社員による講義等、ふるさと福井の魅力を学ぶ教養科目を開講

・学生の県内就職を総合的に応援するキャリア・ナビセンターを併設（専門の職員が常駐）
・希望者に就職活動のアドバイスや、集団面接等の実践講座、学生と企業経営者等との交流会を実施

・高校生への開放（自習スペースとして）
・県内大学紹介コーナーを設置

・企業及び自治体向けリスキリング講座を開催

【Fスクエアで行われる主な活動】

大学連携センター（Fスクエア）について

⑤ Fスクサークルの活動拠点

・福井県出身の大学生が、高校生の進路相談に応じるなど県内進学促進をサポート
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その他の大学への支援や連携等について

１ 各大学の魅力や特色を高める取組みやPBL・共同研究への支援

２ 工学部系大学に対する県内就職増につなげるための人件費や広報費などを支援

３ 県寄附講座を実施し、感染症医療や公衆衛生に携わる医師の育成などを支援

４ 県内観光業界で活躍する人材育成のため、私立大学の観光学特設コース設置支援

５ 県内大学等への進学者に対する２人扶養世帯の授業料の減免（所得制限あり）

６ 県内高校から県内大学等への進学者に対する家賃支援または交通定期支援

７ 指定保育士養成施設への進学者に対する授業料減免や家賃支援または交通定期支援

８ 県内大学生に対する海外への長期留学のための奨学金支援



17

今後について

〇少子化が進み、１８歳人口が減少していく中、本県の人材確保の面に

おいて国公立・私立関係なく、県内すべての高等教育機関は「貴重な

存在」

〇県内の高等教育機関も、本県の様々な政策にご理解。ご協力をいただ

いただいている

〇県としても、「知と人材の集積拠点」である県内高等教育機関に支援

等しながら、地域への優秀な人材の輩出、知の活用による地域の課

題解決などの面において、お互いの連携を強め、引き続き取り組んで

いきたい



ご清聴ありがとうございました
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